
2023年度
開智国際大学の教育についてのアンケート調査

集計結果

実施 ：2023年9月

対象 ：開智国際大学卒業生（2021年度の卒業生）

方法 ：グーグルフォームによる回答

件数 ：対象者139名

回答率：10.1%



①卒業した学部

②性別

③勤務先の業種



(1)仕事に対する熱意・意欲がある (2)責任感がある

(3)誠実である (4)リーダーシップがある

(5)物事に進んで取り組む力がある (6)他人に働きかけ巻き込む力がある

④次の⑴～⒆の能力や資質が身についているか。

(7)目的を設定し確実に行動する力がある (8)現状を分析し、目的や課題を明らかに
する力がある



(9)課題の解決に向けたプロセスを明
らかにし、準備する力がある

(10)新しい価値を生み出す力がある

(11)自分の意見をわかりやすく伝え
る力がある

(12)相手の意見を丁寧に聴く力がある

（１３）意見の違いや立場の違いを
理解する力がある

(14)自分と周囲の人々や物事との関
係性を理解する力がある

④次の⑴～⒆の能力や資質が身に付いているか。

(15)社会のルールや人との約束を守る力が
ある

(16)ストレスの発生源に対応する力がある



(17)一般知識・教養がある (18)専門分野の知識がある

(19)語学力がある

④次の⑴～⒆の能力や資質が身に付いているか。

⑤ ④の⑴～⒆の能力・資質の内、実社会での経験に照らして必要
と考えるもの。



⑧社会人として必要と思うもの、大学時代に身に付けておけばよかった
こと、経験しておけばよかったこと等

・今の会社は派遣のため、実家を離れて一人暮らしをしていますが、プライベート
の時間が少ないため、もう少し就活を考えていたらこのようなことにならなかったと
私は思いました。
また、もっと大学の先生と色々聞いておけばよかったです。
・Excelの能力や社会常識、金融や投資、語学。
・現場での実戦経験をもっと積むこと、そして自分の中の引き出しの数を多くする
こと。
・特にはないが、大学で学んだことを大学在学中に実践しておけばよかったと思う。
・教科教育法で沢山模擬授業をやりましたが、毎日あそこまで準備ができるわけ
ではないので、もっと指導書や赤書き教科書に基づいて授業を組み立てる方法
も知っておきたいと思いました。
・学級経営方法
・他人を巻き込む力、報連相スキル、要略力

⑨大学時代を振り返ったときに有効だったと思う授業

・大学時代に有効だった授業は、情報処理でした。
パソコンを使った授業が一番ためになるため、今の社会に通用できるのでやってよ
かったです。
・柴原先生の講義全般。経済学。千葉ゼミ。スポーツ実技。
・哲学：土屋先生のわかりやすい哲学入門の授業は、この世界を多角的な視
点からみるヒントになっていると今では感じています。
教職実践演習：実際の教育現場を想定して様々なことを学べた。カウンセリン
グの方法について、基礎を学べたがもう少し教わりたいこともあった。
・道徳 一年目から担任を持ち、道徳をしなければならなくなった時、大学で学
習したベースがあったので、抵抗なく授業準備や授業そのものを行うことができた
から。
・心理学の授業は、知っているのと知らないのでは子どもと関わるときの心構えが
違うし、自分の不安も減ると思います。
・外国語全般



⑩本学全般にわたってのご意見等

・非常に良い大学生活を送れたと思う。小さいゆえみんな友達っぽく、和気あい
あいとしてた。あと体育館が自由に使えるのが神。強いて言うなら校舎がボロい。

・私は私立学校の教員志望だったのですが、開智国際大学は、公立学校の教
員を目指す、という意識が高かったように思います。もっと私学の学校についての
情報を大学の方から提供していただけるとありがたかったです。

・大学在学中はお世話になりました。おかげさまで一社会人、教員として何一つ
不自由なく働くことができています。


